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千年を仏に仕へ涼しけれ 2020. 7.25涼し

千年の仏を守る堂涼し 2020. 7.28

美容院の仕舞ひの客の髪洗ふ

美容院の最後の客の髪洗ふ

2020. 5. 9

美容院の夜の賑はひ髪洗ふ 2020. 5.11

美容師が最後の客の髪洗ふ

髪洗ふ最後の客や美容院

髪洗ふ最後の客や美容室

髪洗ふ最後の客や月に消ゆ

月へ帰る最後の客の髪洗ふ

2020. 5.20

髪洗ふ姫あり月へ帰るなり

髪洗ふ姫君月へ帰るなり

髪洗ふ姫君月へ帰る宵

月へ帰る姫君髪を洗ふなり

髪洗ふ

髪洗ふ姫君月へ帰るべく

2020. 7.28

豪快墨書夏痩せと言ふ便り

太太と墨書の便り夏痩と

太太と墨書の葉書夏痩と

夏痩の葉書の墨書逞しき

夏痩と葉書の墨書逞しき

2020. 7. 7

夏痩と書きし墨書の葉書来る

夏痩墨書短信逞しき

夏痩の墨書一語の葉書来る

夏痩の一語墨書の葉書来る

夏痩と記す墨書の葉書来る

夏痩

墨書太々夏痩と言ふ便り

2020. 7.17

古酒の色愛でつ梅酒を造りをる

古酒の色愛でつ今年の梅を漬く

古酒の色めでつ今年の梅を漬く

梅酒

古酒の色愛でつ今年の梅酒漬く

2020. 7.14

緋の水着水のなかより燃えあがる水着

緋の水着水の中より燃え上る

2020. 5.20

金魚ゆらゆら母船を待つてゐるやうな

金魚鉢氷を一つ入れてやる

金魚

浮べたる氷の滲む金魚鉢

2020. 5.18

影のやうに舟の出でゆく月見草月見草

影のやうに舟の出てゆく月見草

2020. 6. 2


